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日立 IIHI クッキンクヒ—夕一 I 家庭用 

取扱説明書•料理集 


型式 HT — B 7 
型式 HT — B 7 S 


(ブラック) 


(シルバー) 


トッププレート幅 

60 cm 


保証書 • 設置説明書 • カンタンご使用ガイド別添付 


このたびは日立晒クッキングヒーターをお買い上げいただき、まことにありが 
とうございました。 この取巧説明害をお読みにな0、正し<お使いください。 

^ お読みになったあとは、保証書、設置説明書、カンタンご使用ガイドとともに大切 
保巧してください。 _ _ 

I 「安全上のご注意」 〔-► p . e 〜91をお読みいたださ、正しくお使いください。 
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IH 加熱の原理（イメージ図) 



•3.0 kW の大火力だか5、使いなれた金属鍋で 
思い通りにクッキング。 


鍋のおがや重さによつて义力が號く 
なることびあり まず 。 naia 


鍋の加熱が早いので、お料理の仕上 
がり具含を見なが5乂力-時間を調 
節してください。 C2sSB 


ワイド&ビッグ自動両面 I 規きグリル 


•さんま5尾を一度に焼き上げ。 26 cm (1 0インチ）のピザも丸ごと焼ける 
•おいしく焼けて手間いらず r 自動両面焼き」。 


フル上面ナビ付をワンタッチ义加減操作 

•操作ノなルを、すべて上面に配置。 

調理の具合を確認しながら、らくな姿勢で乂加減調節。 


通電してしば!5くの間、前回の調理 
でヒーターに巧いた脂が加熱され、 
においや煙が出ることがありまず。 

口 aarj 


材料の温度、大ささ、置 < 位置によつ 
て、焦げ目がつきにくい場合があり 
まず。焼き色が薄いときは追加焼き 
をしてください。 


ご使用になる前に 

r 安全上のごま意」 【* p .6 〜 9) をお読みいただき、正しくお使いください。 

八イパワ ー3.0 kW の大义力（を•ちヒーター） 
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安を上のごを意 


※この機器は一般家庭用です。業務用にはお使いにな5ないでくださし、。 


お使いになる人や、ほかの人への危害、財産への損喜を未然に防止するため、お守りいただくことを、次 
のように説明しています。また、本文中のま意事項についてもよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

■ここに示したミま意事項は 

表示内容を無視して誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 


/V - ^ この表示の欄は、「死 t また^ 

は重傷を負う危険が差し迫る」 


絵表巧の例 

r\ 1 してはいけない r 禁止」内容です。 

八 MJL この表示の欄は、「死 tl また 
/ f \ 胃^は重傷を負うことが想定され 
• る」内容です。 

/V 、> . この表示の 欄は、「傷害を負う こ 

胃 とが想定されるか、または 物的損 
善の発生が想定される」内容です。 

i 

>実行しなければならない r 指示」内容 

クです。 

_ J 


A 危険 

♦义災-感電-けがの原因になりまず。 


本化は 


0 

分解禁止 


改造はしない 

修理技術者似がの人は分解したり、修理を巧わない 

修理はお買い上げの販売店または r ご相談窓口」 如 前 に 
ご相談 < ださい。 



A 警告 

♦义災 • 感電 • けがの原因にな0まず。 


異常•が障時は 

、 

•異常•故障時には、直ちに使用を中止し、ずぐに専用ブレーカーを切り、お買い上げの 

■■ 販売店へ点検 • 修理を依頼する 


• スイッチを入れてもヒ-夕-が絹しないときがある。 

. ビリビリと電気を感じる。 

-焦げ<さいにおいびしたり、運転中に異常な音びする。 

-その他の異常や故障びある。 


据付のとをは 

•プラグはコンセントの奥までしつ 
かり差し込む 

•プラグの巧や刃の取イ寸部分にほこ 
りが付着している場合はよくおく 
参アースを確実に取り付ける 

アースの取り付けは、電気工事店また 
は販売店にご相談ください。 

ア-スもミを接病せよ 


0 •コードを傷つけたり、加工したり、無理 
に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、 
たばねたり、高温部に近づけたり、重い 
ものをのせたり、はさみ込んだりしない 
•電源コードやプラグが傷んでいたり、 
コンセントの差し込みがゆるいと 
さは使用しない 

•めれた手でプラグの巧き差しをしない 
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A 警告 


♦义災 • 感電 • けがの原因になりまず。 


揚げちの調理中は 


0 

〇 


•揚げちの調理中はそばを離れない 
•付属の天ぷら鍋!;>(外は絶対に使わない 

付属の天ぷら鍋(がを使用すると温度調節機能び正し < 働かないこ 
とびあり、火災の原因となります。 

•鍋底が変おしたものは使わない 
♦油は50 Og (日 50 mL ) 未満では調理しない 
油は50 Og (550 mL ) 〜80 Og (880 mL ) の範囲で調理して < だ 
さい。鍋び違った0油量び少ないと、油び過熱され発乂するおそれび 
あります。また油量び多すざると、あふれてやけどや乂災の原因にな 
ります。 

•油煙が多く出た5電源を切る 

•鍋はヒーターの中央に置く 

♦必ず揚げもの温度コント□ールを使用する (SUD 


油量80 Og 



参げめもの•おさものなど油を使う料理をす 
るとさちそばを離れないでください。また、 
過熱しなし、ように乂力を節してください。 



調理の隐は 


巧用中(調理中)•ほ用をは 

•測本を加熱するときは、加熱前にかき混ぜ、調 


•使用中や使用おしばらくは 

■墨理中は乂力を弱めにし、ときどきかき混ぜる 


I XJ トッププレートゃグリルド 

(カレ-、みそ汁、販ぃ物、牛乳などの煮物や汁物） 


アおよび庫巧などの高温 

水や調理物を加熱していると突然ふさ上げたり、 


部に触れない 

鍋び跳ね上びることびあり、やけどやトツププレート 


•鍋•鍋のとってなどの高 

び割れる恐れびあります。 

\ _ ) 


温部に触れない 

し J 


トッププレートの上は 

0 •トッププレートの上に秉ったり、物を落としたり、衝撃を加えない 

万一ひびび入ったり割れた場合は、霉源と専用ブレーカーを切って使用を中止し、すぐに修理を依頼してください。 
• トッププレートの上にカセットコン□•ボンベなど調理器具切外のものは置かない 
• トッププレートの上に物を置かない 
下記の物は特に注意してください 
•可燃物や引乂物（ふきん•紙•アルミホイル•油など） 


本化は 

0 •販-排気カバーやすき間にピンや針金な 
どの 異物を入れない 
•吸•排気口に指を入れない 
•吸-排気口に水などを入れない 
•モ供など取り扱いに不慣れな方だけで使 
用させたり、乳幼巧に触れさせない 
•カーテンなどの可燃物の近くで使用しない 
•本体に水などをかけない 


使用をは 

〇 •使用おは電源を切る 

使わないとさは、電源を切ってく 
ださい。 

長期不在のときは専用ブレーカー 
を切ってください。 











































まを上のごミ主意（つづき) 

A 注意 

♦义災-感電-けがの原因になりまず。 


r 

使用する方は 


、 

<こ、臓用ペースメーカーをお使いの方は、 
mm ホ製品のご使用にあたって医師とよ 
く相談する 

本製品の動作びペースメーカーに影響を 

調理!;^外の用途に使用しない 

ミ養 たんぽなどを加熱しない。 


与えることびあります。 

心 




使用中(調理中)•使用をは 

0 •鍋は不安定なが態で使用しない 
•鍋の下に紙やシートを敷かない 
•吿詰やアルミ製容器やパック（うどん等が入った 
簡易容器）、レトルトパック(アルミ f 含を使用して 
いる/む/ク)、紙ノむ/ク(内側にアルミ造を貞占った 
もの)、アルミ箱など、鍋切外のものを置かない 
スプーンなどの金属製ル物を置かない。 

誤って加熱した場合、乂災や破裂してやけど•けび 
の原因となります。 

•あ5かじめ加熱した油で揚げもの温度コント 
□ールを使わない 

揚げちの温度コント□ールび正しく働かず、異常過 
熱や異常停止することびあります。 

•本体前方に物を置かない 
•空ださや必要上に加熱をしない 
鍋底の薄いもの、反っているフライパンや鍋は強乂 
で予熱するとホ熱したり変形する恐れがあります。 
空ださなど異常に高温になった場合、トップフレー 
卜が変色することびあります。 

•乂気を近づけない 

•吸•排気カバーをふさいだり、吸•排気カバー 
付近に手、顔、鍋のとってをおづけない 
• トッププレートの表示部や上面操作パネル部 
の上に、熱い鍋などを置かない 
•トッププレートの上に直接食材を置いて調理 
しない 

•使用中は本体か5離れない 


〇 •揚げもの調理中は、飛び散る油にま意ずる 

•少量の油を入れて予熱する時ゃ予熱の後で油 
を入れる時は加熱し過ざないようにま意する 
発乂の恐れびあります。 

•油煙が多く出た！5電源を切る 


グリル使用中に 



•グリル使用中に調理 
物が発煙•発乂した 
場合は、次の手順で 
消乂する 


①電源を切る 
⑤吸•排気カバー全体 
をめれたタオルでふ 
さぐ 

※このとさグリルドアの 
周囲から煙び出ます。 
③専用 ブレーカーを 切る 

※グリルドア（ガラス窓） 
に水をかけなし、。（ガラ 
スび割れます。） 


•消火するまでグリル 
ドアを開けない （空 
気び入り、炎が大さくなり 
ます。） 



お手入れは 

〇 お手入れは必ず電源を 
切り本体が冷えてか5 
行う 
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A 注意 


♦义災-感電 • けび-やけどの原因になります。 


グリルを使用ずるとを 


0 •使用中や使用後はグリルドア（ガ 
ラス）に水をかけない 

高温になっているところに水をかける 
と割れる恐れびあります。 

•グリルドアを持って勢いよく引き出 
したり、持ち上げなが5弓 I き出したり 
またグリルドアや受皿に上か5強い 
力を加えたりぶ5さが5ない 

グリルドアや受皿•焼網などび落下して、 
やけどやけがをしたり、破損の原因と 
なります。 


•少量の調理物を長時間調理しない 
発煙-発火するおそれびあ0ます。 

•受皿には水];^外のもの（例えばアルミホイル • 
クッキングシート•才ーブンシート • グリル用 
の石）などを入れて使用しない 

脂び過熱し、発煙•発乂するおそれや自動調理びラ 
ま < でさないことびあ0ます。 

•同じ食品を繰り返し調理しない 
発煙 • 発火するおそれびあります。 


〇 •使用中や使用後は、グリルドア、 

焼網、受皿は高温になつているので、 
お手入れをするときは十分;ちえて 
いることを確認してか5行う 


•グリルの庫巧や受皿は、魚などの脂がたま 
5ないよう使用の都度掃除し、定期的にお 
手入れをずる 

続けて使用するときは、受皿にたまった脂を捨て、 
巧れをされいに落としてください。 


使用上のご注意 


•トッププレートの上で、[ I 面ジャー炊飯器な 
ど電磁誘導加熱の調理機器を使わない 
磁力線により本製品が故障する原因となります。 

•キャビネット（本体左ち•下側）に調な料•食 
品などを置かない 

本体からの排熱により、調な料 • 食品などの変質の原因となります。 

•吸•お瞭口に水などをこぼさないようま意ずる 

キャビネット巧に水などが落ちる原因になります。 

•プレートワクを鍋底でこずったり、プレート 
ワクに熱い鍋を置かない 

ステンレスの傷付さ•変色の原因となります。 

•トッププレートの上に鍋のふたや受皿、パ‘ーベキュー 
用やホットプレート用の鉄板などを置かない 

ヒーターび入ると加熱され、乂災 • 故障の原因となります。 

•酸の強い食品がついた場台はずぐふをとる 

ジャム、レモン汁•梅を使った食品などを放置すると、 
トッププレート、プレートワクび変色する原因となります。 

•を•ちヒーターは磁力線が出ているため、磁気 
に弱いものを近づけない 

• ラジオ•テレビ•補聴器など(雑音の原因となります） 
•キャッシュ カード•磁気テープ•自動改札用定期 
券など（記憶び消える原因となります） 


•±鍋やガラス鍋、直乂用魚焼き器は使わない 

• 「 [ mw または層 M 閒1付、 IH で使える」 
と表示している±鍋やガラス鍋、直乂用魚焼を器 
などでちお状によってはクッキングヒーターび 
故障したり銅び割れたりする場合びありますの 
で使わないで < ださい。 


•市販の電磁調理器カバー金を使わない 

安全機能び正しく働かない原因となります。 
※ガラス製の板状のちので、トッププレートの上に 
のせて、その上で調理をすることでトッププレー 
卜の';ちれを防ぐちのです。 

•ビルトインオーブンレンジと組み合わせて 
使用の場合、グリルドアのとっての温度に 
ま意ずる 

オーブンレンジの排気でグリルドアのとってが熱 
くなる場合びあります。[〇クッキングヒーター 
を使っていなくてち、オーブンレンジを使うと吸- 
排気カノ く一部び熱くなる場合びあ0ます。 

•害虫（ゴキブリなど）が製品内に侵入ずると 

故障の原因となる 適切な環境下でご使用ください。 



























iEdddddddddddDDDDD 


□□□□□□□□□ 
12U 18cmn □ □ □ 

I 


DDDDDDDDD 
12D 26cmD D DD 
□ □田□□□□凹 
C->P-12D 13 〕 



□ □□□□□ 


□ □□□□□□ 


□ □ □ □ □ 


nnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 


nL D D D PL 
□ □ □ □ □ □ 
□□□□□□ 
□ □□□□□ 
□ □ □ □ □ □ 



「 II 1「II 1「II 1 「- 



□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


2 


□ 
□ 

m 


□ 

□ 4 

□ □ 
□ □ 


□ 

□ 

□ 


□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 




PL D D D □ 

□ □ □ □ □ □ 
D D D D □ □ 
D D D D □ □ 
□ □ □ □ □ □ 



□ □ □ 

□ □□□□□ 

□ □□□□□ 


□ 

□ 

□ 


な 


□ 

□ 

□ 


□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


□□□□□□□□ 


10 


义力/時間/温度 化上びり/义力/時間 



⑩⑩ ⑩。 □□ 


■□□□□□回 

[- »P.28] 

m 

のの 刪 □□□] 



□ □□□□□ 



■□□□□□□ 
DDDDDD 
□ □□ 



⑩⑩ 


中央ヒ-夕- 


W スタ-卜 



⑩ 


■DDDDDD 


□ □ □ 


[- >P.30n 33 ) 


□ □ □ □ 


•DDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

•DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 
D D D D 




•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDD DDDDDDDDDDDD 

I 





DDDDDDDDDDD 


□ □□□□凹 r -» P .16 D 20 J 
□ □□ [- » P .22 D 27) 

O □日日 □□□ 


電源 

の/入 


DDDDDDDDDDDD 

B 


弱乂 1 中乂 I 強乂 


□ □ □ 


B 


©DDDDDDDDD 

左 IH ち IH 

グリル 


の / スタ - 卜 ] [ 切 / スタ- 卜 

W ス外 

1 

⑩⑩ 

□ □ □ 

] 

DDDDD 

□ 


〇 DDDDDD 

[- 

口 

電源 

1 


の/入 

1 


©DDDDD 


任上びり / 义力/時間 


©DDDDDDDDD 


中央トタ ^ 
切 / スタ-卜 


D D D 
□ □ □ 
D D D 
□ □ □ 
D D D 
D D D 
D D D 


咽 □□□□□□□□□□□□□□□□ 


n □ n n 
n n J n n n 


n n 


n 

□ 


□日 □ 


DDDDDD 



11 


































































































□ □□□□凹 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 


□ □□□□□□□□□□□田 □ お□問 I n □ □ 層]招 M 岡 I n □ □ □ 

DDDDDDDDDDDDDD 

X □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 皿 □□ 
□ □□□□凹 


DDDDDD 

□ □□□□□15D 23cmD D D 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD DlmmD D D 


DDDDDDDDDDDD2008D2DDDDDDDDDD 
□ □Q 106346X DDDDDDD 1 0,500 DDDDIO.OOODD 


溜 - 


D D D D D 3mmD D 


m 日 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 日 □□ 刖□□□□□□□□□□□□□日 


DDD D D D D 


□ □ □ 


DDD D DDD D D D D 



18-ODDDD DDDDDD 


18-8D18-10DDDD DDDDDDDD 


□ □ □ □ Q ImmQ 
DDDDDDDD 

□ □ □ □ □ 


□ DDDDDD 


DDD D D D D 

12D26cmD D D 


DDDDDDD 

12D IScmD D □ 


□ □ DDD 




DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

DDDDDDDDD 



D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 


□ □ 


D 

D 


D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 


D 

D 

D 

D D 

D D 

D D 

D D 


X 


X 



H 


DD 

DD 

DD 

DD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

o 

8 

I — _ 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 

□ □ 

D D 

D D 

D D 


DDD 


□ □ 


12 




X □□□ 日 □ 



imimv □□□□□□□□□□□□□ 曲□□□□□□□□□□□□□□□□□□□叫 



中化-》-□ック 
チャイルド□ック 


ち IH 


义力/時間/温度 


切ク外 


弱乂中乂強火 


赢 


QD 回田 


チャイルド□リク3秒押し 


を 


の/入 


DDDDDD DDDDDDD 


DDDDDDdDDDDDDDDDD 




中乂 


DDD 


DDDDDDDDD 




切/ス 外い □□□□□□□ 

DDDDDDD 


1 爲 

n 

1111111 

1 


〇 

DDD 

切 / スタ-卜 

□ □□凹 

、□□□□□□□回 

> 


□ □ □ 

電源 ’ 

の / 入 . 

DDDDDDD 

□ □□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDD 


D D D D 



L つ J 




DDDDDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDD 


111111 


つ 


□□□□□凹 


n 

111111 I 


D3 0D DDDDDDDD DDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDD 



□ □□□□□□□□□□□□ 80 。の□□□□回 

DDDDDDDDDDDDD 



□ □□□□□□□□□□□□ 


DDDDDDDDDDD 


□ 

□ 

□ 

□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


□ 

□ 

□ 

□ 


i 


• A 


乂 画 □ □□□□□回□□□□□□□□□□回 


13 



















































































































































